























































































































































　　　【補足】　題意から感染している割合は A ＝ 
1
100 ，残りの空欄の２カ所の情報が与
えられると G が求められて，条件 G がついた確率が求められる。これから，
この問題の構造が明らかであるだろう。（表１）
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表１ 表２



























　　例８．A， B， C の3人がゲームをする。１個のサイコロを投げて，１，２の目が出た
ら A の勝ち，３，４の目が出たらBの勝ち，５，６の目が出たらCの勝ちになりコ
インを１枚もらう。このゲームを２回行い，変数 X に A が獲得するコインの枚数，





























　　例４．エクセルを用いて，ある（ x， y ）のデータの散布図を描いてみせる。さらに，





















身長（cm） 166 167 168 169 170 171 172 173 174 合計
度数（人） 1 2 3 4 5 4 3 2 1 25
女子16人の身長の度数分布
身長（cm） 156 157 158 159 160 161 162 合計




















出た目の平均Xの確率分布を作る。E （X） ＝ 
3
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　　例２．関数    のグラフの概形，グラフの凹凸，変曲点を調べよ。























































































□BC に平行で重心 G を通る直線や AB に平行で重心 G を通
る直線が回帰直線とは言わないのはなぜ？
● y 座標に着目して，ここでも散らばりというものを考えてみ

















□ x 座標， y 座標の平均の座標（重心）は通る。傾きは変化した。
●この直線は，どのように定めたらよいか？ 一般に， n 個の点










平均を x， y 座標とする
点を通る。
●  とおいて，偏差  の平方の和が最小になる 










【補足】一般に，n 個のデータ x1 ， x2 ，……， xn について，  が最小になると
きの m は，データの平均  になるときである。いま， n 個のデータ （ xi ， yi ）
（ i ＝ 1，……， n ）に対し， とおく。このとき，  である。さらに，
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 が最小になる m は b であり，  となるように a ， b を定めるから，
 を用いて
　
　は   のとき，最小値   をとる。















































































１個のとき， E（X） ＝ 
5
3  ， V（X） ＝ 
5
9  ， 
標本平均の分散は，母
集団分散の  である。
２個のとき， E（X） ＝ 
5
3  ， V（X） ＝ 
5
18  ，
３個のとき， E（X） ＝ 
5
3  ， V（X） ＝ 
5
27  ，
４個のとき， E（X） ＝ 
5
3  ， V（X） ＝ 
5
36  ，
５個のとき， E（X） ＝ 
5
























  1） いくつかのサイコロの目の和の平均の分布を代表例とする，有限母集団から得られる
起こりうる確率で表されている分布。二項分布の例。
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５．まとめ
　高校生に求める統計教育は，どのようなものが適切であろうか。その議論は今後も続い
ていくだろう。これまでの数学の学習や指導は，数学の演繹性を大切にすることであると
言える。証明を最も大切なものとし，正しい答えを導かせるための指導であった。またそ
れが数学を理解する最良の方法であるとしてきた。統計はどうであろうか。推定や検定と
いっても，最終的に正しいことはわからないし，間違いのリスクさえ伴っている。しかし
世の中は，様々な数値データに溢れ，その中で生きていくためには，帰納的により正しい
道を選ぶしかない。コンピュータの発達により大量のデータから情報が得られるとしても，
それを信じるかどうかは，自分次第なのである。正解などない。
　高校で求められる統計教育は，答えのない教育そのものではないだろうか。信頼区間を
求めるだけで終わりとせず，検定のための確率の値が求められたことで終わりとしてはい
けない。形通りの問題は解けても，見たこともない問題に対し，どのようにアプローチし
ていけるのかの力が試されているのである。自分達の考えを持ち寄り，いろいろ調べ仲間
と議論しながらより最善なものに近づいていく。そういう教育が生徒にとって今後を生き
ていく力になるのではないか。
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